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一
　
は
じ
め
に

　

越
後
新
発
田
藩
は
、
新
発
田
を
中
心
に
下
越
地
方
を
治
め
た
。
藩
主
の
溝
口
家
は

石
州
怡
渓
派
の
茶
の
湯
を
嗜
ん
だ
家
柄
で
あ
る
。

　

溝
口
家
と
茶
の
湯
の
関
わ
り
は
四
代
藩
主
悠
山
・
重
雄
（
一
六
三
三

－

一
七
〇
八
）
が
怡
渓
宗
悦
（
大
徳
寺
二
五
三
世
。
一
六
四
四

－

一
七
一
四
）
に
茶
を

学
ん
だ
こ
と
か
ら
は
じ
ま
る
。
重
雄
に
よ
り
怡
渓
派
の
茶
道
は
新
発
田
藩
士
ら
に
広

ま
っ
た
。
そ
の
後
の
藩
主
で
は
十
代
藩
主
景
山
・
直
諒
（
一
七
九
九

－

一
八
五
八
）

が
、
江
戸
幕
府
茶
頭
の
伊
佐
幸
琢
に
茶
を
学
び
、
み
ず
か
ら
が
越
後
怡
渓
派
を
起
こ

し
た
。
こ
の
よ
う
に
新
発
田
藩
で
は
怡
渓
派
を
は
じ
め
と
し
て
越
後
怡
渓
派
の
流
れ

か
ら
茶
の
湯
文
化
の
土
壌
が
で
き
あ
が
っ
た
（
１
）。
そ
の
後
の
藩
主
で
は
十
一
代
藩
主
直

溥
（
一
八
一
九

－

一
八
七
四
）
が
お
り
、
茶
の
湯
を
よ
く
し
た
人
物
と
し
て
知
ら
れ

る
。
溝
口
家
は
中
興
名
物
茶
入
「
蛍
」、
古
瀬
戸
茶
入
「
溝
口
胴
高
」
を
は
じ
め
茶

道
に
関
係
す
る
器
物
を
多
数
所
有
し
た
。
し
か
し
そ
の
他
の
器
物
を
含
め
、
そ
の
全

貌
が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
な
か
っ
た
。

　

近
年
、
溝
口
家
の
所
蔵
品
目
録
で
あ
る
『
御
掛
物
帳
』（
新
発
田
市
立
図
書
館
蔵
）

の
存
在
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
同
帳
で
は
三
件
の
大
燈
国
師
墨
蹟
の
記
載
が
確
認
で

き
た
。

研
究
論
文

　
　
　
新
発
田
藩
溝
口
家
旧
蔵
の
大
燈
国
師
墨
蹟
に
つ
い
て 

―
物
我
両
忘
と
日
山
賦
を
中
心
に
―宮

　
武
　
慶
　
之

　

新
潟
下
越
に
あ
る
新
発
田
は
、
か
つ
て
溝
口
家
が
支
配
し
た
。
溝
口
家
四
代
藩
主
重
雄
以
降
の
藩
主
は
茶
の
湯
に
関
心
を
も
ち
、
そ
の
た
め
溝
口
家
は
多
く
の
茶

道
具
を
所
有
し
た
。
た
と
え
ば
中
興
名
物
茶
入
「
蛍
」（
畠
山
記
念
館
蔵
）
や
古
瀬
戸
茶
入
「
溝
口
胴
高
」（
個
人
蔵
）
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
溝

口
家
が
所
有
し
た
茶
道
具
の
全
体
像
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
と
こ
ろ
で
近
年
、
溝
口
家
の
道
具
帳
の
存
在
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
こ
れ
ら
は
記
載
さ
れ
る
内

容
か
ら
、
溝
口
家
の
蔵
帳
で
あ
る
。
今
回
、
道
具
帳
の
一
つ
で
あ
る
『
御
掛
物
帳
』
に
記
載
さ
れ
る
三
件
の
大
燈
国
師
墨
蹟
に
注
目
し
た
。
三
件
の
う
ち
二
件
に
つ

い
て
は
、
現
存
す
る
墨
蹟
と
合
致
し
、
さ
ら
に
江
月
宗
玩
に
よ
る
『
墨
蹟
之
寫
』
に
も
記
載
が
確
認
で
き
た
。
本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
二
件
の
大
燈
国
師
墨
蹟
に
つ
い

て
周
縁
を
論
じ
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
他
の
禅
僧
は
法
諱
・
道
号
を
記
し
た
が
本
文
の
関
係
上
、
大
燈
は
宗
峰
妙
超
と
は
せ
ず
「
大
燈
国
師
」
に
統
一
し
た
。

（
112
）



二

新
発
田
藩
溝
口
家
旧
蔵
の
大
燈
国
師
墨
蹟
に
つ
い
て 

―
物
我
両
忘
と
日
山
賦
を
中
心
に
―

　

そ
の
内
の
一
件
と
目
さ
れ
る
墨
蹟
がChristie's

の
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
に
お
い
て
出

品
落
札
さ
れ
た
。
同
カ
タ
ロ
グ
で
は
、
こ
の
墨
蹟
が
新
潟
新
発
田
藩
溝
口
家
旧
蔵
の

墨
蹟
と
紹
介
さ
れ
る
（
２
）。
さ
ら
に
同
墨
蹟
は
江
月
宗
玩
に
よ
る
墨
蹟
鑑
定
の
控
え
書
で

あ
る
『
墨
蹟
之
寫（３
）』
に
も
記
載
さ
れ
、
来
歴
な
ど
周
縁
に
つ
い
て
も
触
れ
ら
れ
て
い

る
。
茶
の
湯
文
化
に
お
い
て
大
燈
国
師
墨
蹟
は
大
き
く
受
容
さ
れ
た
。
本
稿
で
は
溝

口
家
の
受
容
も
視
野
に
入
れ
、
同
家
が
所
蔵
し
た
大
燈
国
師
墨
蹟
に
つ
い
て
『
御
掛

物
帳
』
の
記
述
を
も
と
に
検
討
を
進
め
た
い
。

二
　「
物
我
両
忘
」
墨
蹟
に
つ
い
て

　

近
年
、
新
発
田
藩
十
二
代
藩
主
で
あ
っ
た
溝
口
直
正（４
）（
一
八
五
五

－

一
九
一
九
）

が
所
蔵
し
た
と
す
る
大
燈
国
師
墨
蹟「
物
我
両
忘
」（
図
１
）の
存
在
が
明
ら
か
と
な
っ

た
。
こ
の
墨
蹟
は
二
〇
〇
四
年
に
ア
メ
リ
カ
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
のChristie's

オ
ー

ク
シ
ョ
ン
に
出
品
さ
れ
、
そ
の
後
落
札
さ
れ
た
。
現
在
は
日
本
国
内
の
個
人
が
所
蔵

す
る
。

　

本
紙
の
寸
法
は
竪
三
三
．
五
㌢
。
横
九
二
㌢
。
一
文
字
風
帯
は
紫
地
二
重
蔓
印
金
、

中
廻
は
花
鳥
金
襴
、
上
下
は
茶
地
丸
紋
北
絹
。
軸
先
は
塗
軸
が
付
さ
れ
る
（
５
）。

　

こ
の
墨
蹟
は
江
月
宗
玩
に
よ
る
『
墨
蹟
之
寫
』
に
所
記
さ
れ
、
以
下
の
よ
う
な
記

述
が
あ
る
。

　
　

物
我
両
忘

　
　

居
常
多
不
器
情

　
　

謂
盡
方
知
有

　
　

眼
挂
空
壁
無

　
　

心
合
祖
師
衲

　
　

穿
隨
手
補
客

　
　

至
下
階
遅
或

　
　

問
虚
堂
叟

　
　

慇
懃
説
向

　
　

伊　
　
　
「
方
印
」　　
「
丸
印
」

　
　
（
宗
峰
ノ
字
乎
）　　
（
妙
超
ノ
字
乎
）

　
　

右
之
開
山
ノ
墨
蹟
大
森
宗
巴
被
取
候
也
此
墨
蹟
ハ
先
季

　
　

薩
摩
衆
大
仙
へ
寄
進
其
後
大
仙
ヨ
リ
出
候
今
ハ
和
泉
衆
ヨ
リ

　
　

宗
巴
へ
来
候
也
金
子
三
枚
か
四
枚
が
ほ
と
ニ
テ
取
候
ト
聞
ヘ
タ

　
　

帋
二
所
ホ
ト
ツ
イ
テ
有
タ

（
慶
長
十
六
辛
亥　

墨
蹟
之
寫
巻
一
）

（
111
）

図 1　大燈国師墨蹟　物我両忘（個人蔵）
（CHRISTIE'S IMAGES LTD.2013）
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三

本
紙
の
内
容
と
印
形
も
、
現
存
す
る
墨
蹟
と
合
致
す
る
。
こ
の
墨
蹟
は
薩
摩
の
人
か

ら
大
徳
寺
内
の
大
仙
院
に
寄
進
さ
れ
、
さ
ら
に
大
阪
堺
の
人
の
手
に
渡
っ
た
の
ち
、

大
森
宗
巴
の
所
有
と
さ
れ
る
。

　

墨
蹟
を
収
納
す
る
箱
裏
に
は
貼
り
紙
（
図
２
）
が
あ
り
、
大
仙
院
へ
の
寄
進
に
関

す
る
記
述
で
は

　
　

寄
進
大
仙
院　

薩
州
坊
津　

田
中
総
左
衛
門
尉
橘
英
重
宗
圓

　
　
　
　
　

永
禄
元
年
戌
午
五
月
日

と
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
一
五
五
八
年
（
永
禄
元
年
）
に
、
坊
津
の
田
中
総
左
衛
門

尉
と
橘
英
重
宗
圓
に
よ
り
大
仙
院
へ
寄
進
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

坊
津
は
、
現
在
の
鹿
児
島
県
南
さ
つ
ま
市
坊
津
を
さ
し
、
中
世
後
期
に
は
港
町
と

し
て
栄
え
た
。「
流
れ
圜
悟
墨
蹟
」（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）
ゆ
か
り
の
地
域
で
も
あ

る（６
）。

　

寄
進
者
に
つ
い
て
み
て
み
る
と
、
先
ず
田
中
氏
に
つ
い
て
は
橋
口
亘
氏
（
坊
津
歴

史
資
料
セ
ン
タ
ー
輝
津
館
）
の
教
示
に
よ
れ
ば
、
永
禄
年
間
の
坊
津
に
田
中
氏
は
存

在
す
る
が
、
現
時
点
で
は
田
中
総
左
衛
門
尉
を
特
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
の
こ

と
で
あ
る
（
７
）。
ま
た
、
橘
氏
に
つ
い
て
は
服
部
英
雄
氏
（
九
州
大
学
比
較
社
会
文
化
研

究
院
）
の
教
示
に
よ
れ
ば
、
肥
前
の
地
頭
で
あ
っ
た
橘
薩
摩
一
族
に
関
係
あ
る
人
物

と
は
考
え
に
く
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。
寄
進
者
の
田
中
氏
、
橘
氏（８
）に
つ
い
て
の
詳
細

は
判
明
し
て
い
な
い
。

　

以
上
か
ら
、
永
禄
年
間
に
坊
津
の
田
中
氏
お
よ
び
橘
氏
か
ら
大
仙
院
へ
寄
進
さ

れ
、
さ
ら
に
堺
に
あ
っ
た
人
物
に
沽
却
さ
れ
、
慶
長
年
間
に
は
大
森
宗
巴
に
よ
っ
て

所
有
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
大
森
氏
の
も
と
を
離
れ
、
溝
口
家
に
所
蔵
さ
れ
た
と
考
え

ら
れ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
明
治
三
六
年
に
大
阪
で
開
催
さ
れ
た
第
五
回
内
国
勧
業
博
覧
会
が
あ

る
。
こ
の
博
覧
会
で
は
、
初
め
て
海
外
か
ら
も
出
品
が
な
さ
れ
、
事
実
上
日
本
で
初

め
て
の
万
国
博
覧
会
と
な
っ
た
。京
都
で
も
関
連
の
行
事
で
あ
る
古
美
術
展
覧
会（
京

都
美
術
協
会
主
催
）
が
開
催
さ
れ
（
９
）、
本
墨
蹟
は
同
展
覧
会
の
抹
茶
席
で
使
用
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
展
覧
会
の
様
子
が
収
め
ら
れ
た
『
旧
儀
装
飾
十
六
式
図

譜
（
（（
（

』
で
は
溝
口
直
正
に
よ
る
席
中
の
様
子
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
（
図
３
）。

　

当
日
、
使
用
さ
れ
た
主
要
な
器
物
を
列
記
す
る
と
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

　
　

掛
物 

大
燈
国
師
墨
蹟　

物
我
両
忘　

　
　

香
炉 

青
磁
七
層
塔　
　

盆　

曲
輪

　
　

真
台
子
飾

　
　

風
炉
釜 

唐
物
切
合 

道
也
作　
　

　
　

水
指 

染
付
手
桶
形　
　

（
110
）

図 2　箱裏の貼紙（右、撮影筆者）
図 3　「物我両忘」（左上、左下）
　　　�左上）全景、左下）墨蹟部分の拡大。

床の間に墨蹟が確認でき、表具も正
確に写されている。

　　　（『旧儀装飾十六式図譜』より転載）



四

新
発
田
藩
溝
口
家
旧
蔵
の
大
燈
国
師
墨
蹟
に
つ
い
て 

―
物
我
両
忘
と
日
山
賦
を
中
心
に
―

　
　

杓
立 

唐
銅　
　
　
　
　

火
箸 

砂
張
象
眼　
　

　
　

蓋
置 

古
銅
二
閑
人　
　

建
水 

南
蛮
素
焼　

　
　

茶
器 

古
瀬
戸
銘
蛍　
　

袋　

金
地
中
牡
丹

　
　

茶
碗 

瀬
戸
天
目　
　
　

台 

唐
物
朱
塗　

　
　

茶
匙 
小
堀
遠
州
侯
共
筒 

銘
ひ
と
つ
松　

　
　
　
　

箱　

慈
鎮
和
尚
の
歌
に

　
　
　
　

我
身
こ
そ
な
る
を
に
た
て
る
一
松
よ
く
も
あ
し
く
も
又
た
く
ゐ
な
し

　
　

香
合　

堆
朱
柳
蔭
洗
馬
図
彫　
　

　
　

炭
斗　

木
地
乱
箱　

乾
山
草
花
絵　
　

羽
箒　

青
鸞

　
　

菓
子
器 

小
松
橋
蒔
絵
足
付
縁
高

右　

越
後
新
発
田　

伯
爵　

溝
口
直
正
君
蔵

（『
古
美
術
展
覧
会
出
品
目
録
（
（（
（

』）

　
『
古
美
術
展
覧
会
出
品
目
録
』
で
は
大
燈
国
師
墨
蹟
「
物
我
両
忘
」
と
澤
庵
宗
彭

添
状
（
図
４
）
が
掲
載
さ
れ
る
。　

　

図
譜
に
あ
る
各
展
観
席
の
詳
細
を
記
し
た
『
旧
儀
装
飾
十
六
式
図
譜
解
説
書
（
（（
（

』
に

は
添
状
に
つ
い
て
以
下
の
記
述
が
あ
る
。

　
　

�

大
徳
寺
妙
超
（
大
燈
国
師
）
の
筆
に
て
、
物
我
両
忘
の
句
な
り
、
澤
庵
、
玉

舟
、
天
祐
、
傳
外
他
等
の
添
書
あ
り
、
表
装
は
中
、
唐
物
縫
紗
、
一
風
、
紫
地

印
金
、
上
下
茶
地
紦
な
り

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
澤
庵
宗
彭
の
ほ
か
に
、
玉
舟
宗
璠
、
天
祐
紹
杲
、
傳
外
宗
左
な

ど
の
添
状
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
な
お
、
澤
庵
以
下
す
べ
て
の
添
状
は
現
在
の

所
蔵
家
に
は
現
存
し
な
い
。

　

図
譜
に
所
載
の
大
燈
国
師
墨
蹟
は
、
現
存
す
る
墨
蹟
（
図
１
）
と
同
一
で
あ
る
と

考
え
る
。
広
間
に
台
子
を
配
し
た
茶
席
で
あ
る
が
、
床
に
大
燈
国
師
墨
蹟
、
茶
碗
は

天
目
を
用
い
、
お
よ
び
朱
の
天
目
台
を
置
い
て
い
る
こ
と
か
ら
大
名
の
茶
の
湯
の
格

式
が
伺
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
席
中
で
は
中
興
名
物
茶
入
「
蛍
（
（（
（

」 

が
内
朱
の

盆
に
の
せ
ら
れ
用
い
ら
れ
て
い
る
。

三
　
溝
口
家
が
所
蔵
し
た
大
燈
国
師
墨
蹟

　

新
発
田
市
立
図
書
館
に
は
溝
口
家
の
所
有
し
た
茶
道
具
類
が
記
載
さ
れ
た
道
具
帳

が
存
在
す
る
。『
新
発
田
御
道
具
帳
』、『
江
戸
御
道
具
帳
』、『
七
間
御
土
蔵
御
道
具

帳
』、『
御
掛
物
帳
』（
い
ず
れ
も
新
発
田
市
立
図
書
館
蔵
）
で
あ
る
。

　

今
回
、
注
目
し
た
の
は
『
御
掛
物
帳
（
（（
（

』（
図
５
）
で
あ
る
。
近
年
に
至
る
ま
で
本

書
の
存
在
は
『
溝
口
伊
織
家
古
文
書
（
（（
（

』
に
紹
介
さ
れ
る
も
、
今
日
ま
で
調
査
が
な

（
109
）

図 4　澤庵宗彭による添状。
『古美術展覧会出品目録』より転載
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五

さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
内
容
を

知
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

二
〇
一
三
年
に
発
刊
さ
れ
た

『
溝
口
家
書
目
集
成
（
（（
（

』 （
全
四

巻
）
に
も
未
所
収
で
あ
る
。
ま

た
、
科
学
研
究
費
に
よ
る
研
究

と
し
て
、
新
潟
大
学
原
直
史
教
授
を
中
心
と
し
た
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
研
究
が
あ
る
。

原
氏
ら
は
『
御
道
具
控
』、『
御
道
具
類
目
録
』、『
蓄
蔵
物
品
目
次
』
道
具
帳
三
件
の

翻
刻
を
行
い
研
究
報
告
書
が
出
さ
れ
て
い
る
（
（（
（

。
し
か
し
な
が
ら
、
先
に
述
べ
た
四
件

の
蔵
帳
に
つ
い
て
は
未
所
収
で
あ
る
。

　

溝
口
家
の
所
蔵
し
た
道
具
（
（（
（

が
散
逸
す
る
の
は
明
治
三
七
年
に
行
わ
れ
た
売
立
が
最

初
の
よ
う
で
あ
る
（
（（
（

。
通
常
の
売
立
で
は
、
出
品
目
録
が
作
成
さ
れ
る
。
目
録
と
は
入

札
に
か
け
ら
れ
る
美
術
作
品
や
家
財
道
具
を
記
述
し
た
リ
ス
ト
で
あ
る
。
売
立
が
行

わ
れ
始
め
た
当
初
の
目
録
は
作
品
名
だ
け
を
記
し
た
簡
単
な
も
の
で
あ
っ
た
が
、
後

に
は
モ
ノ
ク
ロ
写
真
入
り
の
目
録
が
作
成
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
ま
で
の
と

こ
ろ
、
溝
口
家
の
売
立
目
録
は
発
見
で
き
て
い
な
い
（
（（
（

。　

　

本
稿
で
は
こ
の
『
御
掛
物
帳
』
に
注
目
す
る
。『
御
掛
物
帳
』
の
表
題
は
御
掛
物
帳
。

本
紙
料
紙
の
寸
法
は
縦
24 cm
×
横
17 cm
。
形
態
は
和
本
。
墨
書
に
よ
っ
て
書
か
れ
る
。

溝
口
家
の
家
老
で
あ
っ
た
溝
口
伊
織
家
旧
蔵
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
、『
御
掛
物
帳
』
に
あ
る
藩
主
の
表
記
に
つ
い
て
注
目
し
て
み
る
。
十
代
・

直
諒
は
見
廟
と
記
さ
れ
る
。こ
れ
は
直
諒
の
法
名
が
見
龍
院
殿
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
。

十
一
代
藩
主
・
直
溥
（
一
八
一
九

－

一
八
七
四
）
は
名
前
で
書
か
れ
る
。
こ
の
こ
と

か
ら
本
書
の
成
立
時
期
は
直
諒
没
後
か
つ
直
溥
存
命
中
、
す
な
わ
ち
一
八
五
八
年
以

降
一
八
七
四
年
以
内
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
『
御
掛
物
帳
』
は
幕
末
に
お
け
る
溝

口
家
所
蔵
の
掛
物
目
録
で
あ
る
。

　

記
載
さ
れ
る
内
容
を
み
て
み
る
と
、
は
じ
め
に
歴
代
藩
主
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
書

軸
お
よ
び
、
歴
代
藩
主
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
竹
花
入
の
記
載
も
確
認
で
き
る
。
中
国

絵
画
、
大
名
な
ど
の
書
、
禅
僧
の
墨
蹟
、
絵
画
、
屏
風
、
絵
巻
物
、
歌
書
巻
物
、
歌

書
手
鑑
が
あ
る
。

　

茶
の
湯
を
嗜
ん
だ
家
柄
と
あ
っ
て
墨
蹟
も
所
有
し
た
。主
な
も
の
は
、
一
山
一
寧
、

無
準
師
範
、
中
峰
明
本
、
大
燈
国
師
な
ど
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
大
徳
寺
禅
僧
が
目
立

ち
、
特
に
澤
庵
宗
彭
、
江
月
宗
玩
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
う
ち
大
燈
国
師
墨
蹟

に
着
目
す
る
と
次
の
三
件
の
所
有
が
確
認
で
き
る
。

　
　

一　

大
燈
國
師
墨
跡　

日
山
賦　

宗
甫
文
添
外
題
点
状
有

　
　
　
　
　
　
　

利
休
所
持
同
人
箱
書

（「
雑
之
部
」）

　
　

一　

大
燈
國
師
墨
跡

　
　
　
　
　
　
　

添
状
點
字
一
箱

　
　

一　

大
燈
國
師
書
簡

　
（「
乾
坤
入
之
部
」）

　

こ
れ
ら
の
墨
蹟
に
つ
い
て
、
現
存
す
る
も
の
と
合
致
す
る
か
ど
う
か
み
て
み
た

い
。
先
ず
「
大
燈
国
師
墨
蹟　

添
状
點
字
一
箱
」
は
、
茶
会
で
の
使
用
、
添
状
の
存

在
か
ら
先
に
紹
介
し
た
「
物
我
両
忘
」
墨
蹟
と
合
致
す
る
。
添
状
点
字
一
箱
と
記
載

さ
れ
る
が
、
筆
者
に
よ
る
熟
覧
調
査
で
は
添
状
は
付
属
し
て
い
な
か
っ
た
。
こ
の
こ

と
か
ら
、
添
状
点
字
は
別
の
一
箱
に
収
め
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

次
に
「
大
燈
国
師
書
簡
」
に
つ
い
て
は
詳
細
が
不
明
な
た
め
、
こ
こ
で
は
論
じ
な

い
（
（（
（

。
冒
頭
に
挙
げ
た
「
日
山
賦
」
墨
蹟
に
つ
い
て
は
松
下
幸
之
助
旧
蔵
に
よ
る
墨
蹟

と
考
え
ら
れ
る
（
理
由
は
後
述
す
る
）。
な
お
、
先
述
し
た
原
氏
ら
の
研
究
報
告
書

（
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）

図 5　『御掛物帳』
（新発田市立図書館所蔵）
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藩
溝
口
家
旧
蔵
の
大
燈
国
師
墨
蹟
に
つ
い
て 

―
物
我
両
忘
と
日
山
賦
を
中
心
に
―

に
も
蔵
帳
三
件
が
紹
介
さ
れ
る
が
、「
日
山
賦
」
墨
蹟
が
所
載
さ
れ
る
の
は
、
本
稿

で
触
れ
る
『
御
掛
物
帳
』
の
み
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
墨
蹟
が
溝
口
家
に
所
有
さ
れ
た

時
期
に
着
目
す
る
と
き
、『
御
道
具
控
（
（（
（

』が
あ
る
。
本
書
は
明
和
七
年（
一
七
七
〇
年
）

の
奥
書
が
あ
り
、
そ
の
時
点
で
作
成
さ
れ
た
蔵
帳
で
あ
る
。
こ
れ
に
は

　
　

大
燈
書
簡

（「
乾　

一
之
長
持
二
棹
」）

　
　

大
燈
國
師
墨
跡

　
　
　

點
字
添
状
一
箱

（「
坤　

一
之
長
持
二
棹
」）

の
み
が
記
載
さ
れ
、「
物
我
両
忘
」
と
「
書
簡
」
は
一
七
七
〇
年
以
前
に
既
に
溝
口

家
の
所
有
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
時
代
は
四
代
藩
主
重
雄
が
存
命
で
あ
り
、
茶
の
湯
と

密
接
に
関
わ
っ
た
経
緯
か
ら
入
手
さ
れ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
（
（（
（

。

四
　「
日
山
賦
」
墨
蹟
に
つ
い
て

　

大
燈
国
師
墨
蹟
「
日
山
賦
」（
図
６
）
は
、
か
つ
て
松
下
幸
之
助
（
（（
（

が
所
蔵
し
た
（
（（
（

。

こ
の
墨
蹟
が
使
用
さ
れ
た
茶
会
と
し
て
は
、
京
都
美
術
倶
楽
部
で
二
〇
〇
八
年
に
行

わ
れ
た
百
周
年
記
念
茶
会
が
あ
る
。
茶
会
の
図
録
に
は
、
利
休
所
持
と
す
る
箱
書
の

画
像
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
（
（（
（

。
溝
口
家
『
御
掛
物
帳
』
で
は
「
日
山
賦
」
お
よ
び
「
利

休
所
持
」
と
書
か
れ
る
こ
と
か
ら
溝
口
家
旧
蔵
品
と
松
下
家
旧
蔵
本
が
合
致
す
る
と

考
え
ら
れ
る
。

　

本
墨
蹟
は
『
禅
林
墨
蹟
拾
遺
』
お
よ
び
『
茶
の
湯
と
掛
物
Ⅱ
（
（（
（

』
の
図
録
に
墨
蹟
の

み
が
紹
介
さ
れ
る
。
こ
こ
で
も
う
一
度
、
筆
跡
に
つ
い
て
み
て
み
た
い
。
大
燈
国
師

の
最
晩
年
で
あ
る
建
武
四
年
（
一
三
三
七
年
）
に
書
か
れ
た
墨
蹟
で
あ
る
（
（（
（

。
筆
跡
は

字
の
骨
格
が
し
っ
か
り
と
書
か
れ
て
い
る
。
ま
た
筆
先
に
僅
か
な
揺
れ
た
部
分
が
み

ら
れ
、
一
文
字
に
注
目
す
る
と
朦
朧
と
し
た
印
象
を
与
え
る
。

　

大
燈
国
師
晩
年
で
あ
る
建
武
四
年
に
書
か
れ
た
墨
蹟
と
し
て
、
こ
の
ほ
か「
遺
偈
」

（
大
徳
寺
）、「
与
徹
翁
付
嘱
状
」（
徳
禅
寺
）、「
与
宗
圓
道
人
法
語
」（
梅
澤
記
念
館
、

図
７
）
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
筆
跡
と
も
共
通
し
て
い
る
。
大
燈
国
師
の
晩
年
に
お
け

（
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）

図 6　大燈国師墨蹟「日山賦」（個人蔵）
（『京華』より転載）
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七

る
筆
跡
を
考
え
る
上
で
も
「
日
山
賦
」
墨
蹟
は
貴
重
で
あ
る
。

　

墨
蹟
中
に
書
か
れ
る
日
山
と
は
河
内
金
剛
寺
の
日
山
の
こ
と
で
あ
る
。
日
山
は
大

燈
国
師
の
弟
子
で
、
国
師
の
最
晩
年
に
印
可
さ
れ
た
人
物
で
あ
る
。『
龍
寳
山
祖
師

伝
（
（（
（

』
で
は
日
山
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
記
載
が
あ
る
。

　
　

日
山
和
尚

　
　

嗣
法
開
山
國
師
住
河
州
霊
松
山
金
剛
禅
寺
不
詳
氏
族

　
　

法
諱
據
春
浦
和
尚
語
録
文
明
七
年
相
當
師
百
年
忌
然

　
　

師
之
示
寂
盖
有
永
和
二
年
六
月
廿
八
日
去
徹
翁
和
尚
示
寂
應
安
二
年
七

　
　

年
後
也

　
　
（
中
略
）

　
　

延
寳
伝
燈
録
曰
、
金
剛
日
山
禅
師
心
地
明
潔
頓
機
電
奔

　
　
（
中
略
）

　
　

師
逸
居
金
剛
一
生
不
出
生　

全
文
抄
出
廿
一
巻

　

紙
数
の
都
合
に
よ
り
一
部
省
略
し
た
が
（
（（
（

、
日
山
和
尚
は
大
燈
国
師
の
法
嗣
で
霊
松

山
金
剛
寺
に
あ
っ
た
。出
自
に
つ
い
て
は
不
詳
で
あ
る
。春
浦
宗
煕（
大
徳
寺
四
〇
世
）

の
語
録
に
は
、
永
和
二
年
六
月
廿
八
日
に
死
去
し
た
こ
と
が
書
か
れ
、
ま
た
、
日
山

は
不
出
生
の
人
物
で
あ
っ
た
と
も
記
さ
れ
る
。

　

こ
の
「
日
山
賦
」
墨
蹟
の
内
容
は
大
燈
国
師
か
ら
日
山
和
尚
に
与
え
ら
れ
た
印
可

状
で
あ
る
。
こ
の
墨
蹟
は
『
墨
蹟
之
寫
』
に
も
所
載
が
確
認
さ
れ
、
以
下
の
記
述
が

あ
る
。

　
　

一　
　

賦

　
　
　
　

日
山
之
號

　
　
　
　

華
厳
方
廣
中
重
々
無
盡

　
　
　
　

須
弥
第
一
峯
跛
鼈
盲
亀
出

　
　
　
　

幽
谷
正
今
日
ノ
照
林
錚

　
　
　
　
　

建
武
丁
丑
龍
寶
山
宗
峰
叟
書

　
　
　

帋
之
内
横
一
尺
四
寸
五
分
竪
一
尺
四
寸
九
分
表
具
上
下
茶
絹

　
　
　

中
風
帯
薄
萌
黄
之
金
紗
一
文
字
紫
地
ノ
金
紗
■
目
■
以

　
　
　

御
持
参
之
佐
久
間
将
監
ニ
テ
見
申
見
事
之
文
字
ソ
板
嶋
左
衛
門
太
夫
殿

　
　
　

所
持
也

（
寛
永
十
二　

乙
亥　

二
冊
之
内　

但
一
冊
ニ
作
之

口
三
枚
京
都
之
分　

奥
江
戸
之
分　

墨
蹟
之
寫
巻
三
十
六
）

　

こ
の
墨
蹟
は
、
金
剛
寺
に
伝
来
し
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、『
墨
蹟
之
寫
』
の
記
述

か
ら
寛
永
以
前
に
は
寺
か
ら
流
出
し
て
い
た
。

（
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）

図 7　与宗圓道人法語（部分）
建武四年の法語墨蹟中、この墨蹟が最長である。

（梅澤記念館所蔵、重要文化財。撮影著者）
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新
発
田
藩
溝
口
家
旧
蔵
の
大
燈
国
師
墨
蹟
に
つ
い
て 

―
物
我
両
忘
と
日
山
賦
を
中
心
に
―

　

近
年
で
は
故
松
下
幸
之
助
が
所
蔵
し
た
が
、
そ
の
間
の
江
戸
時
代
を
通
し
て
の
伝

来
は
不
明
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
は
伝
来
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。『
御
掛
物
帳
』

の
記
述
に
注
目
す
る
と

　
　

宗
甫
文
添
外
題
点
状
有

と
あ
り
、
こ
の
墨
蹟
に
は
小
堀
遠
州
（
一
五
七
九

－

一
六
四
七
）
ほ
か
、
禅
僧
ま
た

は
古
筆
に
よ
る
外
題
、
禅
僧
に
よ
る
点
字
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
先
行
研
究
に
お
い
て
は
添
状
に
つ
い
て
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
が
（
（（
（

、
今
回
の
調
査

に
よ
り
小
堀
遠
州
を
は
じ
め
と
す
る
添
状
お
よ
び
外
題
の
存
在
を
確
認
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
付
属
品
は
大
林
宗
套
（
大
徳
寺
九
〇
世
）
外
題
、
小
堀
遠
州
添
状
（
六

月
十
五
日
付
）、
玉
舟
宗
璠
（
大
徳
寺
一
八
五
世
）
外
題
、
傳
心
宗
的
（
大
徳
寺

二
一
五
世
）
添
状
、
千
仙
叟
宗
室
添
状
（
山
下
祐
也
宛
）、
古
筆
了
眠
極
（
元
禄
甲

戌
）、
溝
口
翠
濤
入
日
記
、
古
筆
了
伴
極
（
天
保
十
五
年
）、
了
眠
お
よ
び
了
伴
外
題

各
一
枚
、
点
字
一
通
（
筆
者
不
明
）
が
あ
る
（
（（
（

。

　

こ
れ
ら
の
添
状
か
ら
所
有
者
の
変
遷
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。
遠
州
添
状 

（
附
録
ⅰ
）
に
は
見
返
し
部
分
に

　
　
　
　

小
堀
遠
江
守

　
　

井
上
新
左
様

と
あ
り
井
上
新
左
（
（（
（

と
い
う
人
物
が
確
認
で
き
る
。
添
状
の
内
容
は
表
具
の
取
り
合
わ

せ
が
見
事
で
あ
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
る
が
、
井
上
が
所
有
し
た
か
は
不
明
で
あ
る
。

　

次
に
、
傳
心
宗
的
添
状
（
ⅱ
）
お
よ
び
千
宗
室
添
状
（
ⅲ
）
か
ら
山
下
祐
也
（
（（
（

が
所

有
し
た
。
傳
心
添
状
は
元
禄
八
年
に
山
下
の
要
請
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
も
の
で

　
　

大
燈
國
師
賦
日
山
號
之
書
軸
項
目
赴
山
下
祐
也
請
始
拝
観
焉
偈
句
輿
墨
痕
絶
勝

　
　

之
真
蹟
也

と
あ
る
。
ま
た
、
千
宗
室
添
状
は
四
月
十
六
日
の
日
付
が
あ
る
が
年
号
は
不
明
で
、

宛
名
が
山
下
祐
也
と
な
っ
て
い
る
。

　

そ
の
後
の
伝
来
お
よ
び
溝
口
家
が
入
手
し
た
経
緯
に
つ
い
て
は
、「
溝
口
翠
濤
入

日
記
」（
ⅴ
）
に
詳
し
く
記
さ
れ
る
。
こ
の
入
日
記
は
翠
濤
（
直
諒
）
が
「
日
山
賦
」

墨
蹟
を
一
八
四
三
年
（
天
保
一
四
年
）
に
入
手
し
た
の
ち
、
一
八
四
六
年
（
弘
化
三

年
）
に
改
め
て
覚
え
書
き
と
し
て
認
め
た
記
録
で
あ
る
。
全
文
が
定
家
様
の
筆
跡
で

書
か
れ
る
。
日
記
中
、
伝
来
に
関
す
る
部
分
は
以
下
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

　
　

右
天
保
十
四
癸
卯
年
七
月
古
筆
了
伴
方

手
ニ
入
る

　

こ
の
こ
と
か
ら
、「
日
山
賦
」
墨
蹟
は
古
筆
了
伴
の
仲
介
に
よ
り
溝
口
家
が
入
手

し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
了
伴
添
状
（
ⅳ
）
は
天
保
十
五
年
仲
秋
上
旬
の

日
付
が
あ
り
、
同
添
状
は
溝
口
家
譲
渡
に
関
連
し
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
入
日
記
の
記
述
で
は

　
　

弘
化
二
乙
巳
年
数
寄
屋
ひ
ら
き
に
口
切
茶
會
あ
り
其
節
は
し
め
て
此
か
け
も
の

　
　

を
用
へ
る
を
大
燈
の
二
幅
ハ
名
物
と
云
へ
し

と
あ
り
、
翠
濤
自
身
の
茶
会
で
の
使
用
は
、
弘
化
二
年
に
行
わ
れ
た
数
寄
屋
披
き

（
口
切
茶
会
）
の
掛
物
と
し
て
用
い
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
記
述
で
は
も
う
一
幅

の
大
燈
国
師
墨
蹟
を
用
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、『
御
掛
物
帳
』
に
所
載
さ
れ
る
「
物

我
両
忘
」
か
「
書
簡
」
の
い
ず
れ
か
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
を
名
物
と
し
て
位
づ
け
て

い
る
こ
と
か
ら
、
溝
口
家
の
主
要
な
二
軸
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。「
日
山
賦
」

墨
蹟
に
は
溝
口
家
で
重
宝
さ
れ
た
の
か
、
秘
蔵
の
蔵
札
（
ⅶ
）
も
付
属
す
る
。

　

了
伴
添
状
の
包
紙
（
ⅵ
）
に
も
翠
濤
に
よ
る
定
家
様
の
墨
書
が
あ
り

　
　

遠
州
添
文
宗
中
被
監
定
願
候
所
正
筆
無
疑
旨
と
申
候

と
書
か
れ
る
。
内
容
は
翠
濤
が
小
堀
宗
中
（
遠
州
流
八
世
。
一
七
八
六
年
―

一
八
六
七
年
）
に
遠
州
添
状
（
井
上
宛
）
の
鑑
定
を
依
頼
し
、
遠
州
の
真
跡
で
あ
る

と
す
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
包
紙
に
書
か
れ
る
年
号
は
天
保
一
五
年
で
あ
る
が
、

（
105
）



文
化
情
報
学　

九
巻
一
号
（
平
成
二
十
五
年
十
月
）

九

こ
れ
は
了
伴
添
状
の
入
手
時
期
と
一
致
す
る
。

　

以
上
か
ら
「
日
山
賦
」
墨
蹟
の
伝
来
を
整
理
す
る
と
、
当
初
は
金
剛
寺
に
伝
来
し

た
と
考
え
ら
れ
る
が
『
墨
蹟
之
寫
』
の
記
述
か
ら
寛
永
以
前
に
は
、
す
で
に
寺
か
ら

流
出
し
て
い
た
。
少
な
く
と
も
元
禄
八
年
に
は
山
下
裕
也
が
所
有
し
た
。
山
下
氏
の

も
と
を
離
れ
て
か
ら
は
不
詳
で
あ
る
が
、
そ
の
後
、
古
筆
了
伴
が
所
持
し
、
芳
村
観

阿
の
仲
介
に
よ
り
天
保
一
四
年
に
溝
口
直
諒
（
翠
濤
）
の
所
有
と
な
っ
た
。
さ
ら
に

溝
口
氏
を
離
れ
て
か
ら
は
、
現
代
に
お
い
て
松
下
幸
之
助
が
所
蔵
し
た
こ
と
と
な

る
。

五
　
結
　
び

　

以
上
か
ら
、
本
稿
の
要
旨
は
以
下
と
な
る
。

・　

�

溝
口
家
の
所
蔵
し
た
大
燈
国
師
墨
蹟
は
三
件
あ
っ
た
。
う
ち
二
件
は
「
物
我
両

忘
」、「
日
山
賦
」
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

・　

�「
物
我
両
忘
」
墨
蹟
は
こ
れ
ま
で
薩
摩
の
人
に
よ
り
寄
進
さ
れ
た
こ
と
が
『
墨

蹟
之
寫
』
に
記
載
さ
れ
て
い
た
が
、
調
査
か
ら
薩
摩
坊
津
の
田
中
氏
、
橘
氏
に

よ
り
大
仙
院
へ
寄
進
さ
れ
た
こ
と
が
判
明
し
た
。

・　

�「
日
山
賦
」
墨
蹟
に
付
属
す
る
添
状
の
存
在
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
先

行
研
究
に
お
い
て
は
触
れ
ら
れ
て
お
ら
ず
確
認
で
き
た
意
義
は
大
き
い
。
こ
れ

ら
の
添
状
、
お
よ
び
『
御
掛
物
帳
』
か
ら
所
有
者
や
伝
来
な
ど
を
明
ら
か
に
で

き
た
。
松
下
幸
之
助
が
入
手
す
る
以
前
は
不
明
で
あ
っ
た
「
日
山
賦
」
墨
蹟
の

伝
来
は
山
下
祐
也
→
古
筆
了
伴
→
溝
口
直
諒
→
松
下
幸
之
助
と
な
る
。

・　

�「
日
山
賦
」
墨
蹟
添
状
の
う
ち
、「
溝
口
翠
濤
入
日
記
」
か
ら
直
諒
時
代
の
入
手

お
よ
び
茶
会
で
の
使
用
を
確
認
す
る
事
が
で
き
た
。

と
な
る
。

　

江
戸
時
代
の
大
名
家
で
は
、
茶
の
湯
が
重
要
な
嗜
み
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
所
蔵

す
る
道
具
に
も
格
式
が
求
め
ら
れ
た
。
特
に
墨
蹟
に
限
っ
て
い
え
ば
中
国
禅
僧
の
墨

蹟
は
依
然
と
し
て
高
い
評
価
が
あ
っ
た
が
、
日
本
人
僧
で
あ
る
大
燈
国
師
や
一
休
宗

純
な
ど
も
高
い
評
価
が
与
え
ら
れ
受
容
さ
れ
る
。

　

本
稿
で
は
溝
口
家
が
所
有
し
た
大
燈
国
師
墨
蹟
二
件（「
物
我
両
忘
」
お
よ
び
「
日

山
賦
」）
の
伝
来
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
さ
ら
に
い
ず
れ
の
墨
蹟
も
、

近
代
に
お
け
る
溝
口
家
の
茶
会
で
の
使
用
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
「
物
我
両
忘
」
は
古
美
術
展
覧
会
（
抹
茶
席
）
で
の
使
用
、「
日
山
賦
」
は
直
諒
に

よ
る
入
手
と
茶
会
で
の
使
用
が
あ
る
。「
翠
濤
入
日
記
」
が
記
さ
れ
た
弘
化
三
年
、

直
諒
は
す
で
に
隠
居
し
て
お
り
、
茶
の
湯
を
楽
し
ん
だ
。
そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で

「
日
山
賦
」
墨
蹟
を
入
手
で
き
た
思
い
は
想
像
に
か
た
く
な
い
。

　

今
後
の
課
題
と
し
て
『
御
掛
物
帳
』
に
所
載
さ
れ
る
他
の
墨
蹟
に
つ
い
て
も
調
査

を
行
う
こ
と
と
、
溝
口
家
に
お
け
る
茶
の
湯
の
実
態
を
さ
ら
に
明
ら
か
に
す
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
る
。
今
後
も
調
査
を
継
続
し
て
い
き
た
い
。

（
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参考図）溝口家の蔵印　

印には「碧雲山房蓄蔵物品」と書か
れる。『大正名器鑑』では徳永肩衝に
も記述がある。なお「碧雲山房」と
は直諒の書屋をさすといわれる。画
像は「物我両忘」墨蹟外箱に貼られ
る蔵印。（撮影筆者）



一
〇

新
発
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燈
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本
稿
執
筆
に
あ
た
り
、「
物
我
両
忘
」
墨
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の
熟
覧
調
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に
ご
協
力
い
た
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き
ま
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き
ま
し
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の
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財
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た
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し
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摩
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学
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服
部
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坊
津
の
田
中
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い
て
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教
示
を
い
た
だ
き
ま
し
た
坊
津
歴
史
資
料
セ

ン
タ
ー
輝
津
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橋
口
亘
氏
、「
物
我
両
忘
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墨
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画
像
の
ご
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を
い
た
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ま
し
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ク
リ
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テ
ィ
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・
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ャ
パ
ン
、Christie's N

ew
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ork

に
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げ
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す
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記
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研
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果
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成
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四
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史
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熟
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流
れ
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与
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れ
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。
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史
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。

	

　
　

奉
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附
薩
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坊
津
一
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華
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典
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壇
那
田
中
兵
庫
入
道
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法
師
也

	�


こ
の
ほ
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『
坊
津
拾
遺
誌
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坊
津
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編
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委
員
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町
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九
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六
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六
頁
）
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筆
者
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て

	

　
　

�

古
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主
大
旦
那
田
中
某
永
禄
十
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年
云
々
ト
モ
見
ユ
此
人
ニ
シ
テ
坊
泊
ノ
人
ナ
ラ
ン
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	�


と
紹
介
し
て
い
る
、
永
禄
年
間
の
坊
津
に
お
い
て
旦
那
で
あ
っ
た
田
中
氏
と
も
考
え
ら

れ
る
。

（
８
）	�
橘
氏
に
つ
い
て
は
稲
葉
征
雄
『
さ
つ
ま
人
名
辞
典
』（
高
城
書
房
、
一
九
九
一
年
、

一
八
〇
頁
）
で
は
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

	

　
　

橘　

薩
摩
監
物　

慶
長
五
年　

関
ヶ
原
で
戦
没

	

　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
六
〇
〇
年

（
９
）	�

京
都
美
術
協
会
『
旧
儀
装
飾
十
六
式
図
譜
解
説
書
』、
京
都
美
術
協
会
、
明
治
三
六
年
、

二
頁

（
10
）	�

熊
谷
直
行
、
猪
熊
淺
麿
『
旧
儀
装
飾
十
六
式
図
譜
』
京
都
美
術
協
会
、
一
九
〇
三
年

（
11
）	�

京
都
美
術
協
会
『
古
美
術
展
覧
会
出
品
目
録
』
京
都
美
術
協
会
、
明
治
三
六
年
、
二
五

〜
二
六
頁

（
12
）	�

前
掲
註
（
９
）、
一
六
〇
頁

（
13
）	�

高
橋
義
雄
『
大
正
名
器
鑑
』
第
三
編
（
審
美
書
院
、
大
正
一
一
年
、
二
二
七
頁
）
に
よ

れ
ば
「
蛍
」
茶
入
の
添
状
は
以
下
で
あ
る
。

	

　

一　

掛
物　

一
幅　

小
堀
宗
中

	

　
　

蛍
の
器
は
宗
甫
の
も
て
は
や
し
け
る
を
新
発
田
侯
に
ま
い
ら
せ
け
る
よ
り

	

　
　

年
久
し
く
か
く
れ
な
き
光
を
ひ
め
置
れ
し
に
今
年
二
も
も
と
せ
の
事
お
ぼ

	

　
　

し
め
し
て
取
り
出
さ
せ
御
茶
た
ま
は
せ
給
ひ
し
に
よ
り
知
ら
ぬ
昔
も
手
に

	

　
　

と
る
心
地
し
か
く
れ
た
る
道
の
光
も
あ
ら
は
れ
紅
た
る
た
ふ
と
さ
を

	

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宗
中

	

　
　
　
　

た
く
ひ
な
き
め
く
み
も
み
ち
の
ひ
か
り
を
も

	

　
　
　
　
　
　
　

こ
こ
に
あ
つ
め
て
見
る
ほ
た
る
か
な

	�


溝
口
直
諒
が
小
堀
遠
州
二
百
年
忌
茶
会
を
催
し
た
。
こ
の
と
き
小
堀
宗
中
を
招
き
、
こ

の
茶
入
が
使
用
さ
れ
た
。
そ
の
と
き
に
宗
中
が
詠
じ
た
も
の
。
溝
口
家
で
「
蛍
」
茶
入

は
重
要
な
扱
い
を
受
け
た
。

（
14
）	�『
御
掛
物
帳
』
新
発
田
市
立
図
書
館
蔵
、
請
求
記
号
Ｓ

－

０
７

－

９

（
15
）	�

新
発
田
古
文
書
解
読
研
修
会
・
新
発
田
市
立
図
書
館
編
『
溝
口
伊
織
家
古
文
書
』
目
録

第
一
集
、
新
発
田
市
古
文
書
研
修
会
・
新
発
田
市
立
図
書
館
、
二
〇
〇
四
年

（
16
）	�

朝
倉
治
彦
監
修
『
新
発
田
藩
溝
口
家
書
目
集
成
』
第
一
巻
、
ゆ
ま
に
書
房
、
二
〇
一
三

年

（
17
）	�

浅
倉
有
子
・
岩
本
篤
志
・
原
直
史
編
『
新
発
田
藩
道
具
蔵
帳
集
成　

二
〇
一
二
〜

二
〇
一
四
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
（
Ｃ
）「
藩
地
域
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
基

礎
的
研
究

－

新
発
田
藩
を
中
心
と
し
て

－

」
報
告
書
』
新
潟
大
学
人
文
学
部
原
直
史
研

究
室
、
二
〇
一
三
年

（
18
）	�

管
見
で
は
溝
口
家
の
所
有
し
た
器
物
中
、
茶
入
に
限
っ
て
い
え
ば
古
瀬
戸
茶
入
「
蛍
」

（
畠
山
記
念
館
蔵
）、
古
瀬
戸
茶
入「
溝
口
胴
高
」（
個
人
蔵
）、
大
瀬
戸
茶
入「
徳
永
肩
衝
」

（『
大
正
名
器
鑑
』
第
三
編
、
二
七
〜
二
九
頁
）
な
ど
が
あ
る
。

（
19
）	�

高
橋
義
雄
『
近
世
道
具
移
動
史
』（
慶
文
堂
書
店
刊
、
一
九
二
九
年
、
一
四
八
〜

一
四
九
頁
）
に
は
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

	

　
　

明
治
三
十
七
年
六
七
月
頃
か
と
覚
ゆ
、
溝
口
伯
家
に
て
は
江
東
中
村
楼
に
於
て

	

　
　

其
蔵
器
を
入
札
売
却
に
附
せ
ら
れ
た

	�


高
橋
義
雄
に
よ
る
他
の
記
述
で
は『
大
正
名
器
鑑
』第
三
編（
審
美
書
院
、
大
正
一
一
年
、

二
二
八
〜
二
二
九
頁
）
に
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

	

　
　

�

明
治
三
十
七
年
四
月
、
同
家
は
東
京
両
国
美
術
倶
楽
部
に
於
て
蔵
器
入
札
売
却
を

為
し
、
こ
の
茶
入
の
外
溝
口
胴
高
茶
入
、
鎌
倉
時
代
蒔
絵
手
箱
等
を
出
品
せ
ら
れ

し
が
、
時
恰
も
日
露
戦
争
遼
陽
戦
前
に
し
て
、
世
人
争
う
て
軍
資
充
実
を
謀
り
、

日
本
銀
行
に
金
時
計
を
預
け
入
る
る
者
さ
へ
あ
り
し
折
柄
な
れ
ば
、
数
寄
者
も
茶

器
を
顧
み
る
暇
な
く
、
蛍
も
為
め
に
其
光
を
失
ひ
て
、
僅
々
千
余
円
に
て
馬
越
化



一
二

新
発
田
藩
溝
口
家
旧
蔵
の
大
燈
国
師
墨
蹟
に
つ
い
て 

―
物
我
両
忘
と
日
山
賦
を
中
心
に
―

生
翁
に
落
札
し
た
る
は
誠
に
悲
惨
な
る
事
共
な
り
き
。

（
20
）	�

都
守
淳
夫
『
売
立
目
録
の
全
国
所
在
と
書
誌
情
報
』（
勉
誠
出
版
、
二
〇
〇
一
年
）で
は
、

溝
口
家
の
入
札
目
録
は
確
認
で
き
な
い
。

（
21
）	�
田
山
方
南
『
禅
林
墨
蹟
拾
遺
』（
思
文
閣
出
版
、
一
九
七
七
年
）
に
は
、
溝
口
家
伝
来

と
す
る
大
燈
国
師
墨
蹟
が
所
載
さ
れ
る
。こ
の
墨
蹟
は
法
語
墨
蹟
で
あ
り
、『
御
掛
物
帳
』

に
あ
る
「
書
簡
」
と
は
い
い
難
い
。
ま
た
、
所
蔵
し
た
溝
口
家
も
新
発
田
藩
主
家
で
あ

る
か
は
断
言
で
き
な
い
。

（
22
）	�

前
掲
註
（
17
）

（
23
）	�

前
掲
註
（
18
）
よ
り
、
溝
口
家
が
所
有
し
た
茶
入
と
所
有
の
時
期
に
つ
い
て
み
て
み
る

以
下
の
よ
う
に
な
る
。

	

（
ⅰ
）�

古
瀬
戸
茶
入
「
溝
口
胴
高
」
は
、
元
禄
八
年
、
小
堀
家
か
ら
縣
宗
知
の
仲
介
に

よ
り
四
代
藩
主
・
重
雄
の
所
有
と
な
っ
た
。

	

（
ⅱ
）�「
蛍
」
の
入
手
時
期
は
重
雄
時
代
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
「
溝
口
胴
高
」
添
状（『
大

正
名
器
鑑
』、
第
三
編
、
大
正
一
一
年
、
一
五
一
～
一
五
二
頁
）
か
ら
明
ら
か
で

あ
る
。
同
添
状
に
あ
る
高
久
助
之
進
は
重
雄
の
御
仕
置
役
に
そ
の
名
が
あ
る
。

	�


こ
れ
ら
か
ら
、
主
要
な
茶
入
に
限
っ
て
い
え
ば
、
四
代
藩
主
重
雄
に
よ
り
収
集
さ
れ
た

と
考
え
ら
れ
る
。

（
24
）	�

松
下
幸
之
助
（
一
八
九
四

－

一
九
八
九
）。
松
下
電
気
産
業
株
式
会
社
創
業
者
（
現
パ

ナ
ソ
ニ
ッ
ク
株
式
会
社
）。
裏
千
家
十
四
代
家
元
淡
々
斎
（
一
八
九
三
～
一
九
六
四
）

に
私
淑
し
茶
を
よ
く
し
た
。
西
宮
の
自
宅
に
は
名
次
庵
、
京
都
南
禅
寺
近
く
に
は
真
々

（
い
ず
れ
も
小
間
）
が
あ
る
。
な
お
真
々
は
裏
千
家
今
日
庵
を
写
し
た
も
の
。

（
25
）	�

田
山
方
南
『
禅
林
墨
蹟
拾
遺
解
説
』（
思
文
閣
出
版
、
一
九
七
七
年
、
一
〇
七
頁
）
で

は
「
大
燈
国
師
墨
蹟
日
山
号　

松
下
家
蔵
」
と
紹
介
さ
れ
る
。

（
26
）	�

京
都
美
術
倶
楽
部
編
『
京
華
』（
京
都
美
術
倶
楽
部
、
二
〇
〇
八
年
、
二
七
八
頁
）
に

所
載
。
こ
の
ほ
か
の
茶
会
で
の
使
用
は
、
財
津
氏
に
よ
れ
ば
大
燈
忌
茶
会
（
於
五
島
美

術
館
）
で
用
い
ら
れ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
茶
会
当
日
の
み
、
当
時
の
所
有
者
で
あ
る

松
下
家
か
ら
借
用
さ
れ
た
た
め
、
添
状
等
の
付
属
品
は
確
認
し
て
い
な
い
と
の
こ
と
で

あ
る
。

（
27
）	�『
茶
の
湯
と
掛
物
Ⅱ

－

大
徳
寺
の
墨
蹟
を
中
心
に

－

』
茶
道
資
料
館
、
一
九
八
二
年
、

一
〇
七
頁

（
28
）	�

前
掲
註
（
25
）の
ほ
か
、『
書
道
芸
術
』（
中
央
公
論
社
、
一
九
七
五
年
）、
木
下
政
雄
「
大

燈
国
師
真
跡
の
意
義
」（『
月
刊
文
化
財
』
一
九
八
五
年
）
で
も
紹
介
さ
れ
る
。

（
29
）	�『
龍
寳
山
祖
師
伝
』
花
園
大
学
蔵
、
請
求
記
号
Ｗ
３
３
１
５
９

（
30
）	�

前
掲
註
（
29
）
参
照
。
な
お
、
同
書
に
は
、「
日
山
賦
」
墨
蹟
と
同
一
の
内
容
が
記
載

さ
れ
以
下
の
記
述
が
あ
る
。

	

　
　

大
燈
国
師
付
道
号
頌
曰

	

　
　
　
　

華
嚴
方
廣
十
重
　々

無
畫
須
彌
第
一
峰

	

　
　
　
　

跛
鼈
育
亀
出
幽
谷　

至
今
日
々
照
林
錚

（
31
）	�

前
掲
註
（
25
）、（
27
）
で
も
付
属
品
と
し
て
添
状
の
記
載
は
な
い
。

（
32
）	�

こ
の
ほ
か
立
花
大
亀
に
よ
り
日
山
に
つ
い
て
記
述
し
た
添
状
が
あ
る
。

（
33
）	�

井
上
新
左
に
つ
い
て
は
特
定
で
き
て
い
な
い
。
な
お
、
井
上
新
左
衛
門
と
い
う
人
物
に

つ
い
て
は
『
新
訂
寛
政
重
修
諸
家
譜
』（
第
十
六
巻
、
三
三
四
頁
）
に
は
大
草
公
吉
の

項
に
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

	

　
　

公
吉

	
　
　
　

初
公
貫　

三
郎
兵
衛　

実
は
井
上
新
左
衛
門
吉
次
が
三
男

（
34
）	�
仙
叟
は
加
賀
前
田
家
に
仕
官
し
、
利
常
、
綱
紀
に
仕
え
た
。
加
賀
と
京
都
を
往
復
し
た

と
い
わ
れ
る
。
山
下
祐
也
は
当
時
の
京
都
、
大
阪
堺
の
商
人
ま
た
は
加
賀
に
あ
っ
た
人

物
と
も
考
え
ら
れ
る
が
不
詳
。

（
101
）
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 <11>

大燈国師墨蹟「日山賦」添状（一部） 

ⅱ）傳心宗的添状 

ⅰ）小堀遠州添状（六月十五日付） 

ⅲ）千仙叟宗室添状（山下祐也宛） 

ⅳ）古筆了伴極（天保十五年） 

ⅴ）溝口翠濤入日記 

全文、翠濤（直諒）により定家様の筆跡で書かれる。 

 
 

  
  

 
 

 
 

 
 

 

附録：大燈国師墨蹟「日山賦」添状（一部）



一
四

新
発
田
藩
溝
口
家
旧
蔵
の
大
燈
国
師
墨
蹟
に
つ
い
て 

―
物
我
両
忘
と
日
山
賦
を
中
心
に
―

（
99
）
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 <12>

 
 

 

（
左
側
部
分
） 

 
 

此
軸
実
ニ
珍
奇
之
宝
物
と
云
へ
し
殊
ニ
利
休
箱
書 

 
 

め
つ
ら
し
く
遠
州
添
文
宗
中
被
監
定
願
候
所
正
筆
無
疑 

 
 

旨
と
申
候
文
意
を
案
す
れ
は
表
具
は
利
休
好
な
る
へ
し 

 
 

了
伴
秘
蔵
之
軸
天
保
十
五
甲
辰
年
七
月
同
人
ゟ
求
之 

 
 

観
阿
取
次
也 

 

（
中
央
部
分
） 

 
 

（
異
筆
、
朱
書
） 

 
 

 

越
後
蒲
原
郡 

 
 

 

新
発
田
城
主 

 
 

 
 

溝
口
家
傳
来 

 

（
右
側
部
分
） 

 
 

 
 

七
十
二
番 

秘
蔵
掛
物
之
部 

 
 

日
山
之
賦 

 
 

大
燈
國
師
墨
跡
折
紙
一 

古
筆
了
休 

 
 

 
 

天
保
十
五
甲
辰
年
八
月 

ⅵ）古筆了伴添状入の包紙 

天保十五年は、（ⅳ）に紹介した了伴極と年号が一致す

る。左右部分が翠濤（直諒）による。 

 

七
十
二
番
秘
蔵

日
山

賦

大
燈
墨
跡 

 
 

印 

ⅶ）紙札 

七十二番とあり、（ⅵ）包紙の記載と一致する。溝口

家において主要な器物は秘蔵の扱いを受け、別に保管

されたと考えられる。 


